
資料４

合併がなかったと仮定した場合の合併がなかったと仮定した場合の
財政見通し



「合併なし試算」の試算条件

○合併がなかったと仮定した場合の財政見通し（以下「合併なし試算」という。）については、次の条件で試算をする。
○平成11年度からの市町村合併を対象とする。

市＋町村

○平成11年度から平成14年度までは、合併が極めて少数であることから、決算値を使用する。
○平成15年度から平成20年度までは、第２回検討会の財政見通し（合併を考慮した基準となる試算。以下「基準試算」と
いう。）で使用した会員減少率（市：△0.85%、町村：△1.17%）及び報酬改定率（市：△0.12%、町村：△0.26%）を使用。
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○平成21年度以降も、「基準試算」で使用した基礎数値を使用して試算する。

○平成18年改正による激変緩和措置（100分の4.5）については、合併がなかったと仮定した場合には措置されなかったも
のであるため、「合併なし試算」においては考慮しない。



「合併なし試算」結果

○合併がなかったと仮定した場合、平成３０年度には、積立金が枯渇する見込み。

市＋町村
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成熟度の見通し

○受給権者数は、「合併なし試算」では、「基準試算」よりも平準化。
○会員数は、合併の影響により、「合併なし試算」よりも、「基準試算」の方が少ない。

市＋町村
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○成熟度は、「基準試算」よりも、「合併なし試算」の方が、変動幅が小さい（漸増）。
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収入・支出の比較

○「合併なし試算」においては、「基準試算」に比べ、支出はほぼ変わらないが、収入が多い。
→ 合併の影響は、収入面において影響が大きかったと考えられるのではないか。

市＋町村

○一方、「合併なし試算」においても、収支は赤字。
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財政見通しに基づく財政累計イメージ

○合併がなかったと仮定した場合においても、収支は赤字（3,030億円）である。
○「基準試算（激変緩和除く）の収支差（5,664億円）」－「合併なし試算の収支差（3,030億円）」＝「合併影響分（2,634億

市＋町村

円）」と考えてはどうか。
○「合併影響分（2,634億円）」－「平成18年改正による激変緩和措置（751億円）」＝「合併影響分（未措置）（1,883億円）」と
考えてはどうか。

【市共済会＋町村共済会の財政累計イメージ（H11～H43）】

合併なし試算

【市共済会＋町村共済会の財政累計イメージ（H11～H43）】

基準試算（更新後）
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財政不足額の分析 市＋町村

○「基準試算」における財政不足額である「約2,998億円+α」を、約3,400億円とする。
（平成43年度末の積立度合を約１として設定（平成43年度の支出額：約400億円））

○財政不足額（約3,400億円）のうち、約1,883億円が合併影響分（未措置）、残り約1,517億円が合併以外影響分と捉えて
はどうか。

財政不足（20年間：H23～H43）：約3,400億円

＜合併以外影響分＞ ＜合併影響分＞
（未措置）

約1,517億 約1,883億（＊）

＜合併影響分＞ ＜合併影響分＞＜合併影響分＞
（＊）
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（未措置）

約1,883億
＝ （既措置（H18改正））

約751億約2,634億

－


